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59号 (1989)

(39) 

松 時持

2 

ら

20から 4 り
ヰヒ

まで小雨がぱらつき、あいにくの天候であつ

も、月食の始まる 20分程前から

の状態、で丹食を観測することができた。

文台には、静間

O 日

今回の 1.28。欠け始めは、

既食の始まりは、 23持 55分からであっ ι 。

43 

1時間 20

分続き、 1時日分には皆既が終わることになっていたが、 O

は不能となった。しかし、丹食の前半は雲もなししかも

には最良の条件であった。

月食は、地球の影の中に月が入る

ず赤銅色に輝く。

30分過ぎから

月食であった

に雲が広がり観測

こる現象であるが、地球の大気の影響で真っ暗にはなら

の大気の状態で微妙に変化するので、天文愛好家の興味の

るし夜空に赤銅色~オレンジ色に輝くの

月は、何とも幻想的な眺めであった。

に入ったときから

したものである。

になるまでの月を、時間 って の20cm屈折

タ

:ニコン 20cm屈折赤道儀

f =2400 mm、F12. 

カメラ:ニコン FM2 

フィルム:フジカラ、-HR400
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に撮影時刻と

シャッタースピードを

2月20"-'21日の月食(天文年鑑1989より)
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皆既月食(1989.2.21)

( ii ) 



欠けはじめから皆既月食まで(1989.2.20)

(iii ) 


